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会
長　新

開

輝
夫

「
令
和
八
年
　
午
年
の
は
じ
め
に
」

東谷山フルーツパーク「世界の熱帯果樹温室」
（名古屋市みどりの協会　提供）

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
穏
や
か
な
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
和
平
実
現
に
向
け
た
動
き
は
あ
っ
た
も
の

の
、
世
界
か
ら
戦
争
が
な
く
な
る
ま
で
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
国
内
外
の
政
治
・
経
済

は
混
迷
を
深
め
、
米
を
始
め
と
す
る
物
価
上
昇
は

続
き
、
国
民
生
活
は
苦
し
い
状
況
が
続
い
た
一

年
で
し
た
。
秋
に
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
一
般

来
場
者
総
数
が
二
、五
五
〇
万
人
を
超
え
、
盛
況

の
う
ち
に
閉
幕
し
、
ま
た
、
日
本
人
と
し
て
二
人

の
研
究
者
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
、
女
性
初

の
内
閣
総
理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
は
、
縁
起
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い

る
「
午
（
う
ま
）」
で
あ
り
、
ま
た
、「
末
広
が
り

の
年
」
で
す
。
愛
知
・
名
古
屋
で
は
、
第
20
回
ア

ジ
ア
競
技
大
会
・
第
５
回
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、政
治
・

経
済
を
は
じ
め
世
の
中
が
良
い
方
向
に
一
歩
で
も

前
進
す
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

名
友
会
は
平
成
25
年
４
月
に
一
般
社
団
法
人
に

移
行
し
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
支

え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
、
会
報
誌
の
発
行
、
会
員
の

皆
様
の
福
利
厚
生
事
業
や
親
睦
交
流
事
業
、
慶
祝

事
業
及
び
植
樹
や
慰
問
演
奏
を
行
う
公
益
目
的
事

業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
公
益
目
的

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
度
を
も
っ
て

実
施
計
画
期
間
が
終
了
し
ま
す
が
、
一
般
社
団
法

人
に
移
行
後
、
13
年
間
に
わ
た
り
続
け
て
き
た
事

業
で
す
。
当
会
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
令
和
８

年
度
か
ら
は
事
業
内
容
を
見
直
し
規
模
を
縮
小
し

た
う
え
で
、
当
会
の
定
款
に
定
め
る
社
会
貢
献
活

動
事
業
と
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

諸
物
価
の
値
上
が
り
、
と
り
わ
け
郵
便
料
金
の

大
幅
な
値
上
げ
が
当
会
の
財
政
状
況
に
与
え
る
影

響
は
大
き
く
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
対
応

し
て
は
お
り
ま
す
が
、
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
一
方
で
、
福
利
厚
生
事
業
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
会
員
特
典
や
セ
ミ

ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ご
案
内
を
、
当
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
名
友
報
と
と
も
に
当
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
是
非
と
も
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
活
用
・

ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
、
会
員
の
皆

様
方
が
お
元
気
で
お
健
や
か
な
日
々
を
送
ら
れ
ま

す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

◇「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」開
講
案
内

名
友
会
主
催
「
第
７
回
い
き
い
き
ラ
イ

フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
左
記
の
と
お
り
開
講
い

た
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
及
び
受
講

申
込
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
名
友
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
受
講

料
は
無
料
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

令
和
８
年
２
月
16
日
（
月
）

　
　

午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

場
所　

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
研
修
室

講
師　

名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
附
属

　
　
　
　

西
部
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長　

　
　
　
　

稲　

田　
　

充　

先
生

演
題　
「
腰
痛
と
骨
粗
し
ょ
う
症
」

　
　◇

名
友
会
か
ら
の
ご
案
内

名
友
会
で
は
、
全
日
本
自
治
体
退
職
者

会
共
済
会
や
こ
く
み
ん
共
済
な
ど
の
共
済

保
険
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
名

友
会
の
会
員
で
あ
れ
ば
、
自
動
車
保
険
、

が
ん
保
険
、
医
療
保
険
、
火
災
保
険
・
地

震
保
険
な
ど
の
保
険
料
が
割
安
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
旅
行
や
メ

ガ
ネ
・
補
聴
器
の
ご
購
入
な
ど
、
窓
口
で

会
員
証
を
ご
提
示
い
た
だ
け
れ
ば
会
員
割

引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
会
員
ペ
ー
ジ
」に
あ
る「
名
友
会
・
福
利

厚
生
事
業
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
ご
利
用
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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第
57
回

通
常
総
会
開
催

会長あいさつ

米寿のお祝い

特殊詐欺防犯教室

名友会ホームページの
会員パスワード

〔 m e i y u k a i 2 0 2 0〕

ＱＲコード

名友会ホームページ
https://meiyu-kai.jp

一
般
社
団
法
人
名
友
会
の
第
57
回
通
常

総
会
が
、
令
和
７
年
６
月
26
日
に
、
中
区

金
山
のNiterra
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。出
席
者
は
２
５
２
名
、

委
任
状
提
出
者
は
１
，７
４
７
名
で
し
た
。

総
会
は
、
山
本
副
会
長
の
司
会
に
よ
り

進
め
ら
れ
、
冒
頭
、
こ
の
一
年
間
の
物
故
者

を
追
悼
し
て
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

新
開
輝
夫
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
満

八
十
八
歳
を
迎
え
ら
れ
る
会
員
の
方
を
会

場
に
お
迎
え
し
、「
米
寿
の
慶
祝
」
と
し

て
、
会
長
か
ら
慶
賀
状
と
お
祝
い
品
を
お

渡
し
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
対
象
の

方
41
名
の
う
ち
８
名
の
方
々
が
ご
出
席
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
会
場
に
お
越
し
い
た

だ
け
な
か
っ
た
方
々
に
は
、
後
日
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
公
務
ご
多
忙
の
中
ご
臨
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
名
古
屋
市
長
広
沢
一
郎
様

と
名
古
屋
市
会
議
長
西
川　

学
様
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
名
古

屋
港
管
理
組
合
の
小
島
総
務
部
長
様
と
名

古
屋
市
職
員
共
済
組
合
の
山
内
事
務
局
長

様
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
山
内
事
務
局

長
様
か
ら
は
ご
祝
辞
と
と
も
に
、
令
和
７

年
度
の
年
金
制
度
の
変
更
等
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
案
の
審
議
に
入
り
、
第
一
号
議
案

「
令
和
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

報
告（
案
）並
び
に
監
査
報
告
に
つ
い
て
」、

第
二
号
議
案
「
令
和
六
年
度
公
益
目
的
支

出
計
画
実
施
報
告
書
及
び
監
査
報
告
に
つ

い
て
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
第

三
号
議
案
「
令
和
七
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
に
つ
い
て
」
が
報
告
さ
れ
、
す

べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
に
は
第
二
部
と
し
て
、
愛

知
県
警
防
犯
活
動
専
門
チ
ー
ム
「
の
ぞ

み
」
に
よ
る
、
寸
劇
を
と
り
入
れ
た
特
殊

詐
欺
防
犯
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
特
賞
（
御
園
座
「
純
烈
公
演
」
ペ

ア
観
覧
券
）、
名
フ
ィ
ル
賞
（
名
フ
ィ
ル

定
期
演
奏
会
「
川
瀬
賢
太
郎
指
揮
」
ペ
ア

鑑
賞
券
）、
市
民
火
災
共
済
賞
（
手
首
式

血
圧
計
）
な
ど
が
当
た
る
「
お
楽
し
み
抽

選
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
総
会
欠

席
の
ハ
ガ
キ
を
投
函
さ
れ
た
会
員
の
方
々

を
対
象
と
し
た
抽
選
を
、
令
和
７
年
７
月

４
日
に
事
務
局
に
お
い
て
行
い
、
当
選
者

の
方
々
に
は
「
御
園
座
ペ
ア
観
覧
券
」
や

「
名
フ
ィ
ル
定
期
演
奏
会
ペ
ア
鑑
賞
券
」

を
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

☆
次
回
総
会
の
ご
案
内

二
〇
二
六
年
六
月
二
十
五
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
～

N
iterra

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

※
次
回
の
総
会
で
も
、
素
敵
な
賞
品
が
当

た
る
「
欠
席
ハ
ガ
キ
に
よ
る
抽
選
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
皆

さ
ま
が
ハ
ガ
キ
を
投
函
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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㉗　

体
重
測
定        

エ
ス
エ
ル
医
療
グ
ル
ー
プ　

栄
内
科
院
長

名
古
屋
市
役
所
産
業
医
（
愛
知
医
科
大
学
客
員
教
授
）

　
　
　

山
田
琢
之
（
や
ま
だ　

た
く
じ
）
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聞こえが変われば毎日が変わります。もっと会話を楽しみたいあなたへ
専門スタッフがいつでもサポートします。

補聴器のご相談は、認定補聴器専門店へ

名古屋本店
名古屋市中区大須4-10-20

TEL　（052） 261-1313

ナ ゴ ヤ 駅 前 店

松坂屋名古屋店

浄 心 店

大　曽　根　店

今 池 店

星 が 丘 店

藤 が 丘 店

山　手　通　店

平 針 店

東　海　通　店

高 畑 店

一 宮 店

津　  島 　 店

稲 沢 店

西 春 店

犬　  山 　 店

小 牧 店

春 日 井 店

尾 張 旭 店

大 府 店

東海富木島店

半 田 青 山 店

岡 崎 店

豊 田 店

新　安　城　店

碧 南 中 央 店

西 尾 店

み　よ　し　店

豊 川 諏 訪 店

豊 橋 店

30店舗 （令和７年 4 月現在）

ゴ
ル
フ
部

名
友
会
ゴ
ル
フ
部
は
、
名
友
会
会
員
の

趣
味
の
会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
健
康
の
維

持
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
、
春
（
六

月
頃
）
と
秋
（
十
月
頃
）
の
年
二
回
コ
ン

ペ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
名
友
会
会
員
な
ら
ど
な
た
で
も
自
由

に
入
部
で
き
、
特
に
初
参
加
の
方
、
大
歓

迎
で
す
。」
世
話
人
一
同
、
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
令
和
七
年
の
成
績

▼
春
季
大
会
（
六
月
三
日
）

優
勝　

梅
村　

良
治
（
東　

区
）

二
位　

松
本　

一
彦
（
北　

区
）

三
位　

吉
田　

孝
二
（
上
下
水
）

▼
秋
季
大
会
（
十
月
二
十
二
日
）

優
勝　

酒
井　

信
弥
（
中
川
区
）

二
位　

青
山　

良
作
（
上
下
水
）

三
位　

柘
植　

利
和
（
名
東
区
）

◆
世
話
人
代
表　

二
神　

望

◆
連
絡
先

ゴ
ル
フ
部
世
話
人　

古
田　

榮

☎
〇
九
〇
―
一
七
二
九
―
三
九
六
七

俳
句
部
だ
よ
り

棒
の
手
の
声
を
掛
け
合
ふ
秋
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯　

田　

弥　

生

敬
老
日
相
撲
甚
句
で
も
て
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太　

田　

一　

雄

炎
昼
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
人
溢
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻　

野　

よ
し
子

子
ら
の
声
消
え
た
る
村
や
つ
く
つ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

榊　

原　

小
夜
子

湯
殿
の
灯
消
せ
ば
た
ち
ま
ち
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

田　

和　

子

山
小
屋
の
消
灯
時
間
星
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹　

羽　

桂　

子

川
波
や
岐
阜
提
灯
の
点
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村　

田　

和　

司

お
囃
子
の
乱
る
る
子
ど
も
神
輿
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

早　

川　

清　

子

つ
れ
づ
れ
に
グ
リ
ム
童
話
を
読
む
夜
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

川　

充　

恵

パ
ト
カ
ー
の
隣
家
に
止
ま
る
熱
帯
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

田　

い
つ
子

秋
う
ら
ら
窓
際
の
席
み
な
埋
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

羽　

俊　

吾

　
　
　
　
　
　

令
和
七
年　

九
月
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
（
指
導　

村
田　

和
司
）

◆
定
例
俳
句
会

　

毎
月
第
三
水
曜
日
ご
ろ　

通
信
俳
句
会

◆
吟
行
会　

年
二
回
ほ
ど

◆
鍛
練
会　

年
一
回
（
一
泊
二
日
）

脳
の
活
性
化
と
健
康
維
持
に
俳
句
づ
く

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

皆
様
方
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
入
部
・
投
句
な
ど
連
絡
先

　
　
　
　
　

部
長　

太
田　

一
雄

　
　
　
　
　

代
理　

山
川　

充
恵

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
五
二
）八
四
二
―
九
二
六
六

◆
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
と
ラ
ン
チ
を

　

楽
し
む
会

第
13
回
と
な
る
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲

と
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
会
」
を
令
和
７
年
９

月
26
日（
金
）に
、14
名
の
方
の
ご
参
加
を

得
て
開
催
し
ま
し
た
。

宗
次
ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

「
イ
ッ
ツ
・
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
！
」
と
題
し
、

福
田
彩
花（
フ
ル
ー
ト
）谷
口
沙
和（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）
市
居
宥
香
（
ピ
ア
ノ
）
の
ト

リ
オ
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

曲
目
は
、ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

テ
ル
序
曲
に
始
ま
り
、
ビ
ゼ
ー
の
カ
ル
メ

ン
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
椿

姫
」よ
り
乾
杯
の
歌
、チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

の
「
く
る
み
割
り
人
形
」
よ
り
花
の
ワ
ル

ツ
、ピ
ア
ソ
ラ
の
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
な
ど
で
、

満
席
の
観
客
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は

場
所
を
「
木

曽
路
瓦
町

店
」に
移
し
、

ラ
ン
チ
タ
イ

ム
と
な
り
ま

し
た
。
季
節

の
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な

が
ら
、
話
に

花
が
咲
き
ま

し
た
。

令
和
７
年
度　

親
睦
交
流
事
業
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

     

令
和
七
年

　   

喜
寿
敬
老
者

　
　
　                                             （
昭
和
二
十
三
年
生
ま
れ
）

長
寿

氏　
　
　

名

退
職
所
属

青

野

保

博

消
防
局

青

山

悦

通

住
都
局

青

山

良

作

上
下
水

赤

堀

周

嗣

南

区

浅

井

眞

一

上
下
水

朝　

倉　

み
づ
え

教
育
委

浅

野　
　

勉

昭
和
区

浅

野

敏

男

上
下
水

有

田　
　

寛

上
下
水

安　

藤  

志
げ
子

子
ど
も
局

安

藤　
　

良

環
境
局

家

田

久

男

消
防
局

池

田

栄

作

上
下
水

池

山

春

雄

緑
土
局

井

澤

正

子

東

区

石

川

信

廣

環
境
局

石

黒

常

正

上
下
水

石

塚

幸

一

消
防
局

石

森　
　

清

上
下
水

市

川

鉄

男

上
下
水

伊

藤

澄

夫

上
下
水

伊

藤

哲

世

緑
土
局

伊　

藤　

ひ
さ
よ

健
福
局

伊

藤　
　

均

千
種
区

伊

藤

廣

一

西

区

稲

熊

敏

治

名
港
管

犬

飼

久

志

緑
土
局

犬

飼　
　

洋

上
下
水

氏　
　
　

名

退
職
所
属

井

上

三

久

上
下
水

井

上

泰

良

緑
土
局

入

谷　
　

進

交
通
局

岩

瀬

隆

二

緑
土
局

岩　

田　

登
志
憲

上
下
水

内

垣

由

野

緑
土
局

大

島

正

子

南

区

大

島

義

則

中

区

大

野

孝

道

上
下
水

大

野　
　

博

守
山
区

大

橋

英

世

健
福
局

大

橋

義

幸

消
防
局

大

宮

雄

二

千
種
区

岡

嶋

紀

夫

東

区

小

川　

  

桂

守
山
区

沖

井　
　

誠

消
防
局

奥

村　
　

明

教
育
委

尾

崎

好

計

住
都
局

尾

崎

憲

三

市

大

落　

合　

喜
美
雄

消
防
局

片

山　
　

廣

上
下
水

加

藤　
　

昭

市
経
局

加　

藤　

啓
三
郎

上
下
水

加

藤

隆

司

東

区

加

藤

隆

博

中
川
区

加

藤

隆

吉

中

区

加

藤

敏

夫

守
山
区

加

藤

好

秋

中
村
区

氏　
　
　

名

退
職
所
属

兼

岩

正

夫

守
山
区

川

合

博

明

市
経
局

川

口　
　

啓

中
川
区

川

口

小

兵

市
経
局

川　

瀬　

ひ
さ
子

住
都
局

川

村

伸

一

熱
田
区

川

村　
　

隆

健
福
局

川

本　
　

進

港

区

岸

本

哲

夫

上
下
水

北

川　
　

繁

市
経
局

北

川　
　

均

消
防
局

北

村

一

男

緑
土
局

鬼

頭　
　

等

昭
和
区

木

野

耕

治

熱
田
区

木

下

親

則

消
防
局

木

村

武

雄

住
都
局

木

村

恒

夫

瑞
穂
区

木

村

道

利

東

区

倉

毛　
　

修

緑
土
局

栗

原　
　

隆

上
下
水

黒

川

栄

介

熱
田
区

小

出

義

行

交
通
局

河

野

賢

三

教
育
委

古

賀

義

友

環
境
局

小
刀
稱　

栄　

一

南

区

近

藤　
　

博

市
長
室

近

藤

保

則

中
川
区

近

藤

優

子

総
務
局

濟

田

正

光

上
下
水

斉

藤

宣

明

緑
土
局

斉

藤　
　

富

上
下
水

佐
久
間　

明　

男

緑
土
局

佐
久
間　

繁　

美

中

区

佐
々
木　

公　

子

子
ど
も
局

氏　
　
　

名

退
職
所
属

佐
々
木　

隆
一
郎

上
下
水

佐

宗

光

夫

消
防
局

佐

藤

忠

男

上
下
水

佐

藤

安

寛

千
種
区

篠

田

悦

子

子
ど
も
局

柴

田

健

治

上
下
水

清

水　
　

修

消
防
局

清

水

邦

夫

上
下
水

清

水

久

司

市
経
局

新

保

友

子

上
下
水

杉

本

金

男

上
下
水

鈴

木　
　

忍

上
下
水

鈴

木

達

男

緑
土
局

鈴

木

敏

章

健
福
局

鈴

木

博

之

住
都
局

鈴

木

康

大

上
下
水

澄

川　
　

清

上
下
水

隅

田

敏

夫

子
ど
も
局

瀬

川　
　

司

千
種
区

髙

橋

敏

成

消
防
局

高

橋　
　

素

上
下
水

髙

柳

鈴

子

子
ど
も
局

田

賀

泰

孝

西

区

田

口

隆

男

教
育
委

竹

市

由

徳

環
境
局

竹
内　

健
二

病
院
局

竹

内　
　

林

消
防
局

武

川

正

広

東

区

竹

下

幹

男

上
下
水

竹

島

正

美

消
防
局

多

田

利

明

中
村
区

田　

中　

惠
津
子

子
ど
も
局

谷　

本　

ち
か
え

会
計
室

玉

腰

正

子

東

区

氏　
　
　

名

退
職
所
属

玉

田

紀

男

東

区

辻　
　

英

司

上
下
水

土

屋

博

信

健
福
局

土　

屋　

万
太
郎

緑
土
局

土

屋

光

昭

総
務
局

角　

田　

ふ
み
江

教
育
委

寺

川

静

夫

環
境
局

寺

本

秀

治

南

区

冨

田

誠

三

上
下
水

富

永　
　

中

中
村
区

中

川

幸

治

南

区

中

島

重

人

健
福
局

中

島

慶

保

上
下
水

中

村

友

夫

消
防
局

中

村

正

幸

健
福
局

中

山

貞

夫

千
種
区

中

山

俊

昭

教
育
委

長

井

信

夫

上
下
水

西

尾　
　

厚

市
経
局

西　

尾　

香
代
子

教
育
委

西

尾

雅

利

住
都
局

西

川

幸

雄

緑
土
局

野　

口　

由
紀
子

昭
和
区

野　

路　

久
仁
子

総
務
局

橋

本　
　

章

北

区

橋　

本　

恵
美
子

教
育
委

橋

本

正

信

中
川
区

橋

本

幸

子

西

区

長
谷
川　
　
　

伸

教
育
委

服

部

重

信

上
下
水

花

井

雅

夫

市

会

林　
　

昭

生

財
政
局

林　
　

眞

澄

健
福
局

日

沖　
　

勉

選

管



名　　友　　報令和８年１月１日 第128号  (6)

白
寿（

大
正
十
五
年
生
ま
れ
）

氏　
　
　

名

退
職
所
属

樋

口

義

博

上
下
水

平

田

隆

一

住
都
局

福

谷

典

子

健
福
局

船

戸

髙

志

市
経
局

冬

柴

俊

夫

南

区

古　

川　

昭
二
三

上
下
水

細

萱

健

一

緑
土
局

堀

田

真

澄

緑
土
局

堀　
　

重

徳

環
境
局

堀

部

勝

俊

住
都
局

正

木

敏

英

消
防
局

松

田

伸

治

消
防
局

的

場

政

洋

子
ど
も
局

水

野

英

一

上
下
水

水

野

忠

夫

消
防
局

水

野

輝

夫

上
下
水

水

野　
　

満

天
白
区

見

田

光

親

教
育
委

宮

川

正

明

北

区

宮

川

恭

子

名
東
区

宮

川

恒

子

子
ど
も
局

宮

本

文

秋

環
境
局

宮

本

康

明

昭
和
区

三

輪

司

郎

名
東
区

村

木

愼

一

監

査

森　
　

昭

二

緑
土
局

森　
　

光

夫

緑
土
局

諸

原

恭

寛

中
村
区

八

木

孝

男

上
下
水

安

井

邦

子

上
下
水

安

井

敏

明

上
下
水

安

井

広

明

健
福
局

安

永

政

吉

上
下
水

山

内　
　

昭

守
山
区

氏　
　
　

名

退
職
所
属

山　

内　

と
く
子

熱
田
区

山

下

五

雄

市

会

山

田

金

正

市
経
局

山

田

豊

男

交
通
局

山　

本　

あ
け
み

環
境
局

山　

本　

日
出
男

上
下
水

横

田

啓

子

子
ど
も
局

横

山

幸

雄

上
下
水

吉

川　
　

薫

上
下
水

吉

田

富

男

中
村
区

吉

野

明

保

北

区

吉

村

勇

夫

上
下
水

若

杉

清

二

上
下
水

若

山

政

美

住
都
局

渡

邊

政

計

住
都
局

渡

辺

芳

和

上
下
水

髙

阪

久

枝

賛

助

三　

好　

よ
し
子

賛

助

村

田

敬

子

賛

助

森

本

陽

子

賛

助

吉

田

民

代

賛

助

二
一
三
名

氏　
　
　

名

退
職
所
属

長

坂　

登

総
務
局一

名

　

地
域
デ
ビ
ュ
ー

村
松
智
恵
子

新
た
な
年
を
迎
え
、
今
年
も
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
と
願
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

趣
味
で
始
め
た
地
元
で
の
コ
ー
ラ
ス
歴
は
十
年

を
超
え
、「
お
姉
さ
ん
」
た
ち
七
名
と
、
ア
・
カ

ペ
ラ
で
、
発
表
会
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
情
報
通
が
集
ま
る
の
で
練
習
な
の
か
？
茶

話
会
な
の
か
？
お
楽
し
み
会
と
化
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
人
た
ち
と
暮
ら
す
」
っ
て
、
何
と
も

言
え
な
い
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
こ
と
で
す
ね
。
も
じ

も
じ
せ
ず
に
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
ま
つ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な
ど
裏
方
役
に
も

首
を
突
っ
込
み
な
が
ら
年
を
重
ね
て
、「
近
所
の

お
ば
（
あ
）
ち
ゃ
ん
」
へ
と
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
局
） 　

Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

村
木
愼
一

村
上
春
樹
の
小
説
は
読
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、

フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
氏
が
長
年
の
Ｌ
Ｐ
愛
好

家
と
知
っ
た
か
ら
で
す
。（「
古
く
て
素
敵
な
ク
ラ

シ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
ド
た
ち
」
ほ
か
）　

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
出
る
ア
ナ
ロ
グ
の
音

は
、
柔
ら
か
く
、
艶
が
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
雄
渾

で
す
。
ま
た
、
直
筆
の
手
紙
に
似
た
魅
力
が
あ
り

ま
す
。

40
年
程
前
、
音
楽
市
場
か
ら
Ｌ
Ｐ
を
駆
遂
し
た

Ｃ
Ｄ
も
配
信
な
ど
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
当
今
は

余
り
売
れ
な
い
よ
う
で
す
。
案
外
、
Ｌ
Ｐ
の
方
が

長
生
き
す
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

大
先
輩
か
ら
頂
く
年
賀
状
に
「
晴
耕
雨
読
酒

一
合
」と
あ
り
ま
す
。
そ
の
酒
量
を
少
し
増
や
し
、

「
Ｌ
Ｐ
一
枚
」
を
加
え
て
小
生
の
近
況
報
告
と
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
監
査
事
務
局
）
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名古屋市長からの感謝状記念植樹

 　

共　

感

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
雅
雄

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

で
有
名
な
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
州
、
７
つ
の
村

営
水
道
の
運
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
な
水
道
で
村
の
人
々
が
管
理
す

る
の
で
す
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
技
術
・
経
営
両
面
で
の
支
援
に

な
り
ま
す
。
支
援
は
３
年
ほ
ど
に
な
り
ま

す
が
、
10
月
に
訪
問
し
た
折
に
う
れ
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

7
つ
の
村
は
一
つ
の
町
に
属
し
て
い

る
、
い
わ
ば
隣
同
士
で
す
が
、
ポ
ル
ポ
ト

時
代
の
内
通
制
度
が
尾
を
引
い
て
い
る
よ

う
で
お
互
い
が
疑
心
暗
鬼
状
態
で
、
情
報

交
換
や
相
互
支
援
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
先
回
訪
問
時
、

あ
る
村
の
高
架
水
槽
が
ヒ
ビ
割
れ
で
漏
水

対
策
が
話
題
に
な
り
、
そ
の
村
の
人
が
消

極
的
な
発
言
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、「
修

繕
を
す
る
よ
う
に
資
金
を
確
保
す
れ
ば
み

ん
な
で
応
援
す
る
よ
」
と
複
数
の
村
落
水

道
の
運
営
委
員
か
ら
声
が
で
ま
し
た
、
は

じ
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

私
た
ち
の
支
援
に
対
す
る
思
い
や
意
気

込
み
が
通
じ
た
の
か
、
あ
る
い
は
日
本
で

の
一
週
間
の
研
修
で
共
同
生
活
を
し
た
効

果
で
村
同
士
の
結
束
が
で
き
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。私
た
ち
の
支
援
が
な
く
と
も
、

７
つ
の
村
が
連
携
す
れ
ば
、
今
後
、
な
ん

と
か
運
営
で
き
ま
す
。
本
当
に
支
援
活
動

を
し
て
き
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
た
場
面

で
し
た
。

最
後
で
す
が
、
会
長
在
任
中
、
役
員
や

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
副
市
長
）

　

い
よ
い
よ
自
由
に
？橋

本　

勝

名
古
屋
市
を
退
職
し
、
名
古
屋
都
市
セ

ン
タ
ー
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
３
月
で
卒
業
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
夫
婦
で
気
ま
ま
に
出
か
け
、
自
由
な
時

間
を
楽
し
む
つ
も
り
で
す
。
今
は
セ
ン

タ
ー
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
担
当
し
、
椙

山
女
学
園
の
新
聞
報
道
部
の
学
生
さ
ん
と

一
緒
に
、ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

投
稿
の
た
め
に
歩
い
た
り
、
若
い
学
生

さ
ん
の
感
性
に
ふ
れ
て
み
る
と
、
見
慣
れ

た
風
景
に
も
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
身
近

な
ま
ち
が
ぐ
っ
と
楽
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
遠
く
へ
行
か
な
く
て
も
、
市
内
に
は

小
さ
な
驚
き
や
楽
し
み
が
あ
ふ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

時
に
は
非
日
常
を
求
め
て
遠
出
し
、
時

に
は
近
場
の
幸
せ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
な
が
ら
、大
切
な
時
間
を
、

し
っ
か
り
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
宅
都
市
局
）

令
和
七
年
度
の
公
益
目
的
事
業
と
し

て
、
植
樹
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
し
た
。

◆
植
樹

令
和
７
年
11
月
８
日
（
土
）
午
前
11
時

か
ら
、
守
山
区
の
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
に
お
い
て
、
新
開
会
長
出
席
の
も
と
、

ヤ
エ
ベ
ニ
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ

（
６
本
）
を

寄
贈
し
、
名

古
屋
市
長
か

ら
の
感
謝
状

が
新
開
会
長

に
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
新
開

会
長
、
ま
ち
を
美
し
く
す
る
会
の
山
田
会

長
を
始
め
と
す
る
皆
さ
ん
が
、
東
谷
山
フ

ル
ー
ツ
パ
ー

ク
内
に
あ
る

レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
周
辺
の
植

樹
帯
に
、
代

表
木
一
本
を

記
念
植
樹
し

ま
し
た
。

　

令
和
七
年
度
公
益
目
的
事
業



名　　友　　報令和８年１月１日 第128号  (8)

名友会の「主な福利厚生事業」についてご案内いたします。
自動車保険
　名友会の会員であれば、保険料が団体扱いとなり割安になります。

保険会社 照　会　先

三井住友海上火災保険㈱
㈱つつみ ℡052-801-8412
三井住友海上火災保険㈱ ℡052-223-4172

あいおいニッセイ同和損害保険㈱ あいおいニッセイ同和損害保険㈱ ℡052-563-9436

東京海上日動火災保険㈱
東海損保 ℡052-901-3050
東京海上日動火災保険㈱ ℡052-201-2046

損害保険ジャパン㈱ 損害保険ジャパン㈱ ℡052-953-3794
日新火災海上保険㈱ 日新火災海上保険㈱ ℡052-231-7882

AIG損害保険㈱
㈱ライフデザイン ℡052-746-8700
AIG損害保険㈱ ℡052-251-3175

Chubb損害保険㈱ Chubb損害保険㈱ ℡052-747-7000
（注）年によって又は保険会社によって割引率は異なりますので、詳しくは上
　　　記照会先又は現在ご利用されている保険会社代理店にお尋ねください。

その他
　名友会の会員であれば、下記の特典を受けることができます。詳しくは、
名友報誌面の広告又は同封のパンフレットをご覧ください。

主な特約提携会社 会　員　特　典
㈱JCM（車の買取サービス）
＊お問い合わせ先：0120-322-755

ご成約特典として商品券20,000円分進呈
（買取金額10万円未満は対象外）

高橋会計事務所 遺産・相続・贈与の相談60分無料
理研産業補聴器センター 補聴器10％ OFF

三井住友トラスト不動産㈱ 不動産売買の仲介手数料20％割引
(一部取扱い不可エリア有)

㈱一柳葬具總本店 葬儀基本価格の15％割引

葬儀会館ティア 会員の家族・親族３親等まで葬儀費用が
「提携割」でお得に！

その他にも会員特典はあります。
詳しくは名友会ホームページ（https://meiyu-kai.jp）の「会員ページ」(パスワー
ド：meiyukai2020)に掲載されている「名友会・福利厚生事業一覧」をご覧く
ださい。

所長 税理士 行政書士　高橋　勝也

●相続が発生した場合、いつ頃から何をすればよいのか？
●家族に生前に財産を譲る場合の注意点は？
●遺言書作成上の注意点は？
　相続・贈与・遺言などで困ったこと、わからないこと等は、お気軽にご相談ください!!

高橋会計事務所名　友　会
顧問税理士

〒464-0850 名古屋市千種区今池五丁目28番24号
フリーダイヤル　 　TEL（052） （代）

病気入院の備えも追加できます 

安心総合共済 
 

 
 
 
新規でご加入の方は、2 月末までにお手続きをお願いします。中途加入（4月 
以降のご加入）は、毎月月末までにお申し込みいただくと、翌月 20 日より 
補償開始となります。 
最終申込締切日は 9月末（補償開始日10 月 20 日）です。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
「安心総合共済」は、東京海上日動火災保険(株)の団体総合生活保険のペットネームです。 
この広告は団体総合生活保険の概要について、ご紹介したものであり、 
ご加入に当たっては必ずパンフレット・補償のあらまし(重要事項説明書)をよくお読みください。 
引受保険会社: 
東京海上日動火災保険(株) (担当課)広域法人部・団体協同組織室 
住所：東京都千代田区三番町6-4 TEL：03-3515-4151  

2025 年 9月作成 25TC-002488 

お問い合わせ先 取扱代理店 ㈱自治労サービス 
TEL：03-3239-5880 

ケガで入院・通院・手術・死亡/賠償責任/携行品損害 
保険期間:2026 年 3 月 20 日午後 4時～2027 年 3 月 20 日午後 4 時 

1.（オプション）がんと診断された場合、一時金を支払います。 
2.（オプション）医療補償を付帯することにより、病気も対象となります。 

 ◆がん補償・医療補償については告知内容等によって加入制限があります。 

3.会員なら何歳になっても加入・継続できます。 

4.会員本人と配偶者が加入できます。 
5.ケガ（死亡・入院・手術・通院）が補償されます。 
6.日常生活での第三者に対する法律上の個人賠償責任（対人・対物） 
補償（国内無制限・国外１億円）が付いています。 

7.外出時における携行品が補償されます。 
  

現
役
員
（
令
和
８
年
１
月
１
日
現
在
）

　

会　

長　
　

新　

開　

輝　

夫

　

副
会
長　
　

伊　

藤　

容　

子
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幸

　
　
　
　
　
　

西　
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敏

　
　
　
　
　
　

西　
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啓　

一

　
　
　
　
　
　

野　

田　

和　

義

　
　
　
　
　
　

福　

田　

健　

一

　
　
　
　
　
　

宮　

村　

喜　

明

　
　
　
　
　
　

村　

上　

芳　

樹

　

常
務
理
事　

古　

田　
　

榮

　

監　

事　
　

別　

所　

眞　

三

　
　
　
　
　
　

渡　

部　

智　

恵

　

名
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
「
な
ご
や
市
民
火
災
共
済
」
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
４
月
か
ら
、
名
友
会
の
会
員

で
あ
れ
ば
、
愛
知
県
内
に
お
住
ま
い
、
お

勤
め
で
な
く
て
も
、
名
古
屋
市
民
火
災
共

済
生
活
協
同
組
合
の
組
合
員
に
な
り
、
火

災
共
済
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
名
古
屋
市
民
火
災
共
済
生

活
協
同
組
合
（
電
話（
０
５
２
）８
４
２
―

５
３
３
５
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

自　

令
和
五
年
五
月

至　

令
和
七
年
十
一
月

氏

名
退
職
所
属
退
職
年

逝
去
年
月
日

享
年

松

枝

行

雄
民
生
局
Ｈ
10
05
・
05
・
26

85
歳

村　

上　

田
鶴
子
衛
生
局
Ｈ
02
06
・
03
・
11

97
歳

安　

井　

須
美
子
（
港
区
）
賛
助

03
・
24

87
歳

後

岡

憲

吾
教
育
委
Ｈ
14

05
・
06

83
歳

鈴

木

次

夫
環
境
局
Ｈ
13

06
・
09

84
歳

梶

田

洋

三
衛
生
局
Ｈ
06

07
・
30

90
歳

中

村

恒

好
中
川
区
Ｓ
57

08
・
07

97
歳

澄

川

時

冬
中
村
区
Ｈ
13

10
・
17

83
歳

鈴

木

禮

子
（
瑞
穂
区
）
賛
助

11
・
04

92
歳

野

口

雅

裕
上
下
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Ｈ
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11
・
22

74
歳

安

田

和

雄
名
東
区
Ｓ
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11
・
25

95
歳

杉

原

留

子
（
水
道
局
）
賛
助

11
・
30

103
歳

黒　

川　

と
み
の
衛
生
局
Ｓ
54

12
・
20

101
歳

鈴

木

行

夫
名
東
区
Ｈ
16
07
・
01
・
24

81
歳

小

崎

康

夫
土
木
局
Ｈ
08

02
・
14

88
歳

酒

向

信

佳
住
都
局
Ｈ
14

02
・
18

83
歳

永

田

昌

巳
総
務
局
Ｈ
06

02
・
28

90
歳

小

林

悦

夫
計
画
局
Ｈ
06

03
・
27

90
歳

本

田　
　

詞
千
種
区
Ｈ
09

04
・
10

88
歳

佐

藤

恭

子
瑞
穂
区
Ｈ
02

04
・
12

91
歳

氏

名
退
職
所
属
退
職
年

逝
去
年
月
日

享
年

渡

邊

靜

生
中
村
区
Ｈ
14
07
・
04
・
18

83
歳

木

村　
　

浩
住
都
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Ｈ
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04
・
22

83
歳

金

子

武
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市
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Ｈ
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Ｈ
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Ｓ
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Ｈ
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Ｓ
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憲
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Ｓ
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岸
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Ｈ
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Ｓ
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歳

池

田

圭

子
衛
生
局
Ｓ
58

10
・
20

97
歳

鈴

木

幸

司
緑
土
局
Ｈ
13

11
・
09

85
歳

四
三
名

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

◎「
第
100
回
市
民
会
館
名
曲
シ
リ
ー
ズ
」

川
瀬
賢
太
郎
（
指
揮
／
名
フ
ィ
ル
音
楽
監
督
）

※
荒
井
英
治
・
※
森
岡
聡（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

①
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
ト
ル
コ
行
進
曲 

②
ハ
イ
ド
ン
／
交
響
曲
第
100
番
ト
長
調 

③
シ
ュ
ニ
ト
ケ
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
ア
・

　

ラ
・
ハ
イ
ド
ン
※  

④
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
交
響
曲
41
番
ハ
長

　

調
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」

•
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
フ
ォ
レ
ス
ト　

　

ホ
ー
ル

•
３
月
26
日
（
木
）　

18
時
45
分
開
演

•
Ｓ
席
～
Ｃ
席
２
割
引　

　

４
，８
０
０
円
～
２
，４
０
０
円

★
申
込
み
は
２
月
27
日
（
金
）
ま
で

　
名
古
屋
市
文
化
振
興
事
業
団

◎
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
赤
毛
の
ア
ン
」

小
さ
い
島
で
見
つ
け
た
、
大
き
な
愛
の

物
語
。

•
名
古
屋
市
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
・

　

ア
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル

•
１
月
23
日
（
金
）
18
時
半
開
演

•
Ｓ
席　
　
　

3
，6
０
０
円

★
申
込
み
は
１
月
16
日
（
金
）
ま
で



こ
の
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丸
八
信
用
組
合

　
常
務
理
事

加
藤
里
香
さ
ん

20
vol.

「まるはっちー」と

ほっと一息

我が家の主「ごん」

今
回
の
「
こ
の
人
・
あ
の
人
」
は
、
丸

八
信
用
組
合
常
務
理
事
の
加
藤
里
香
さ
ん

に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
―
―
加
藤
さ
ん
の
市
役
所
時
代
の
経
歴

は
・
・
・

採
用
は
区
役
所
で
、
経
済
局
、
総
務
局
、

監
査
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

な
ど
を
経
て
、
最
後
に
熱
田
区
長
で
退
職

し
ま
し
た
。係
長
昇
任
後
の
６
年
ほ
ど
は
、

国
連
、
万
博
や
国
際
会
議
の
事
務
局
と
、

外
郭
団
体
か
ら
更
に
先
の
団
体
を
渡
り
歩

い
て
お
り
、糸
が
切
れ
た
凧
状
態
で
し
た
。

―
―
―
市
役
所
時
代
の
印
象
に
残
る
お
仕

事
は
・
・
・

コ
ロ
ナ
禍
で
の
区
長
や
、
リ
コ
ー
ル
問

題
で
一
生
分
の
委
員
会
答
弁
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
（
汗
）
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

次
長
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

や
は
り
、
一
番
印
象
に
残
る
仕
事
は
、
国

連
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
で
の
経
験
で
す
。

途
上
国
の
人
た
ち
と
の
対
話
や
行
き
来
、

地
域
開
発
に
関
連
す
る
事
例
研
究
な
ど

は
、
住
む
世
界
を
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

後
に
通
信
制
の
大
学
院
で
国
際
社
会
開
発

を
学
ぶ
契
機
に
も
な
り
ま
し
た
。
他
自
治

体
か
ら
の
出
向
者
、
ヨ
ル
ダ
ン
や
ミ
ャ
ン

マ
ー
な
ど
か
ら
来
日
し
て
い
た
同
僚
、
イ

ン
ド
の
要
人
な
ど
と
は
、
現
在
で
も
交
流

が
あ
り
ま
す
。

―
―
―
現
在
の
お
仕
事
を
教
え
て
く
だ
さ

い
・
・
・

丸
八
信
用
組
合
は
、
名
古
屋
市
及
び
関

係
団
体
の
職
員
の
皆
さ
ま
の
た
め
の
金
融

機
関
で
す
。来
年
、令
和
８
年
に
は
、何
と
、

創
立
１
０
０
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま

す
。
丸
の
内
会
館
に
本
部
、
市
役
所
西
庁

舎
の
１
階
に
預
金
課
、
５
階
に
融
資
課
が

あ
り
、
私
は
融
資
課
の
一
角
に
席
を
置
い

て
い
ま
す
（
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！
）。

当
組
合
は
、
組
合
員
の
利
益
が
第
一
、
儲

け
は
二
の
次
で
、
ど
こ
よ
り
も
高
い
金
利

で
お
預
か
り
し
、
ど
こ
よ
り
も
低
い
金
利

で
お
貸
し
す
る
こ
と
を
、
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
お
り
ま
す
！

―
―
―
お
休
み
の
日
は
、
ど
の
よ
う
に
お

過
ご
し
で
す
か
・
・
・

散
歩
の
後
、
温
泉
旅
館
さ
な
が
ら
、
お

気
に
入
り
の
大
き
な
窓
か
ら
外
の
緑
（
隣

家
の
木
々
も
い
い
感
じ
な
ん
で
す
）
を

愛
で
な
が

ら
、
お
湯

に
ゆ
っ
く

り
つ
か
り
、

風
呂
上
が

り
に
は
プ
シ
ュ
ッ
と
一
杯
。
至
福
の
時
で

す
。
あ
と
、
猫
と
ご
ろ
ご
ろ
（
休
日
に
限

ら
ず
毎
晩
一
緒
に
寝
て
い
ま
す
け
ど
ね
）

し
て
い
ま
す
。

旅
行
も
好
き
で
、
特
に
海
外
は
、
年
齢

と
同
じ
数
の
国
に
渡
航
す
る
目
標
（
コ
ロ

ナ
禍
で
中
断
し
た
の
で
現
在
５
２
か
国
）

が
あ
り
、
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
（
ギ
ネ
ス
ビ
ー
ル
の
国
）
と
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
空
港
が
大
規
模
な
サ
イ
バ
ー
テ

ロ
に
あ
っ
た
日
に
か
ち
合
っ
て
し
ま
い
、

ダ
ブ
リ
ン
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
飛
ぶ
た
め
に

大
変
苦
労
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
い
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
―
最
後
に
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
・
・
・

退
職
後
の
人
生
、
大
切
な
の
は
、
元
気

に
活
動
す
る
た
め
の
健
康
と
資
金
で
す
。

丸
八
信
用
組
合
で
は
、
退
職
者
の
皆
さ
ま

の
預
金
も
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
金
利

の
あ
る
世
の
中
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
確

実
で
安
全
な
資
金
運
用
先
と
し
て
、
丸

八
信
用
組
合
を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

１
０
０
周
年
記
念
の
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
も
ご
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
利
用
を
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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新春クイズ
次の文章は、著名な日本人作家の代表的な作品について、関連する情報を断片的に記したものです。文
章から推測される「著作名」とその「作家名」を答えてください。

雑誌「群像」に連載された。谷崎潤一郎賞を受賞した。
ペリーの来航から数年後で、幕末の激動が始まっていた年を背景とする。
幕府の軍艦「咸臨丸」がアメリカに向けて浦賀港を出港した。
この船には、のちの勝海舟や福沢諭吉など後世の有名人が何人も乗っていた。
江戸城の門外で、幕閣の大物が襲撃され、命を落とす事件があった。
舞台となった村は、作家の故郷である四国の田舎が連想される。
１００年後に起こる日米条約の改定にかかる大きな騒動が幕末の動乱と重ね合わされる。
田舎の村に生活する、夫婦、兄弟、家族の関係を背景に、その時代の若者の屈折・いらだちなどを織
り込み、描かれた。

連続する２つの整数を掛け合わせると306になりました。この二つの整数を答えてください。正解が複
数ある場合は、すべての組み合わせを答えてください
　
次の文章は、日本人に古くからなじみのある食材について書かれたものです。文章から想定される食材
の名称を、野菜売り場で見る一般的な名称で答えてください。　
縄文・弥生時代には、日本に伝わっていたと思われる。文献に記録として初めて登場するのは日本書

紀で、「於朋泥（おほね）」と表記されていた。平安時代の「和名抄」には、「おほね」と「こほね」の
２種の記載がある。春の七草のひとつで、食物の消化を助け、胃腸の働きを整える効用があるとされる。

※クイズの回答は、２月12日（木）必着。ハガキかFaxで、住所・氏名・電話番号を記して応募して
ください。１問だけ答えることができます。３問すべてに答えたい方は「チャレンジ」と表記してくだ
さい。「チャレンジ」の方は、不正解があれば、賞品に当選できません。すべてに正解の場合は、賞品
に当たる確率がアップします。正解者から抽選で５名に図書カードなどの賞品を差し上げます。

【前回の答え】
問１　　作家名　「城山三郎」　　作品名　「総会屋錦城」　
問２　　７㎝の定規を３回使って２１㎝を引き、３㎝の定規で２回戻る。
問３　　島根県　安来市

名
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
会
費
の
自
動
引
落
し
に
つ
い
て

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
口
座
を
お
持
ち
の
方

は
、
会
費
の
自
動
引
落
し
（
毎
年
４
月
中

旬
頃
）
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
毎
年
１
月
か
ら
２
月
末
ま
で
の

間
に
名
友
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。「
自
動

払
込
み
申
込
書
（
郵
便
局
専
用
）」
を
送

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
郵
便
局
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
住
所
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て

会
員
の
皆
様
の
住
所
、
連
絡
先
な
ど
に

つ
き
ま
し
て
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆
知
人
や
後
輩
の
方
々
を
名
友
会
へ

名
友
会
は
会
員
の
皆
様
の
会
費
を
主
な

財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
会
員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
皆
様
の
知
人
や
後
輩
で
ま
だ
名
友

会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
が
み
え
ま
し

た
ら
、
各
種
保
険
の
割
引
や
指
定
店
で
の

割
引
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
是
非
入
会
を

お
勧
め
く
だ
さ
い
。

第
１
問

第
２
問

第
３
問
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私の
プチ旅行



編

集

後

記




▼
昨
年
は
、
本
当
に
暑
く
て
長
い
夏
で
し
た
。

あ
る
晩
、
隣
に
住
ん
で
い
る
孫
娘
が
遊
び
に

き
て
い
ま
し
た
。
腰
ま
で
届
く
ほ
ど
の
長
い
髪

を
し
て
い
る
の
で
、「
暑
い
か
ら
、
も
う
少
し
短

く
し
た
ら
。」
と
い
う
と
、「
う
う
ん
、
髪
を
も
っ

と
伸
ば
し
て
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
す
る
の
。」
と
、

５
歳
の
子
が
言
う
の
で
び
っ
く
り
。
い
つ
ど
こ

で
こ
の
言
葉
と
意
味
を
学
ん
だ
の
か
―
た
ぶ
ん

保
育
園
の
お
友
だ
ち
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
す
ご
い
ね
。
わ
か
っ
た
よ
。
い
い
ね
。」
と

答
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
急
に
「
ば
あ
ば
、
戦

争
っ
て
な
あ
に
？
」
と
聞
か
れ
、
答
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
の
映
像
が
流
れ
て
い
る

日
々
の
中
で
、
こ
の
子
た
ち
は
育
っ
て
い
る
の

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ⅰ
）

▼
一
昨
年
末
に
心
臓
の
大
手
術
を
受
け
た
の
も

束
の
間
、
昨
年
、
癌
の
切
除
手
術
を
経
験
し
ま

し
た
。
春
先
に
は
年
老
い
た
母
を
見
送
り
、
静

か
な
老
後
の
暮
ら
し
の
中
に
、
い
く
つ
も
の
波

が
押
し
寄
せ
た
よ
う
な
一
年
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
首
相
が
誕

生
し
、
日
本
は
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
今
生
き
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
な
が
ら
、
希
望
に
満
ち
た
二
〇
二
六

年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
Ｓ
）

▼
昨
年
は
、
10
月
13
日
に
真
夏
日
を
記
録
し
た

か
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
10
日
後
に
は
最
高
気
温

が
16
℃
と
冬
の
よ
う
な
寒
さ
。
あ
わ
て
て
衣
替

え
、
と
い
う
よ
り
も
冬
支
度
を
し
ま
し
た
が
、

「
秋
」
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

激
し
い
寒
暖
差
に
身
体
が
つ
い
て
い
き
ま
せ

ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
）

「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
」
と
書

き
出
さ
れ
る
の
は
、
島
崎
藤
村
の
大
作
「
夜
明

け
前
」。
江
戸
時
代
、
江
戸
か
ら
京
都
に
向
か

う
道
筋
、
信
州
回
り
の
街
道
が
整
備
さ
れ
た
。

中
山
道
と
い
う
。
中
山
道
六
十
九
次
の
う
ち
、

飛
騨
と
奥
美
濃
の
宿
場
を
木
曽
十
一
宿
と
い

い
、
木
曽
街
道
と
呼
ば
れ
た
。
東
京
方
面
か
ら

贄
川
、
奈
良
井
、
藪
原
、
宮
ノ
越
、
福
島
、
上

松
、
須
原
、
野
尻
、
三
留
野
、
妻
籠
、
馬
籠
の

宿
で
あ
る
。
馬
籠
か
ら
落
合
を
へ
て
中
津
川
に

至
る
、
ほ
ぼ
中
央
線
に
沿
っ
て
い
る
。

今
回
の
プ
チ
旅
行
は
、
木
曽
路
。
昔
の
街
道

風
情
を
よ
く
残
し
て
い
る
の
は
、
馬
籠
・
妻
籠

で
あ
り
、
あ
る
い
は
奈
良
井
。
し
か
し
、
旧
中

山
道
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
、
関
所
や
代
官

所
の
あ
っ
た
、
中
心
的
な
存
在
の
木
曽
福
島
を

歩
い
て
み
る
。

今
日
は
、JR
東
海
の
企
画
切
符「
青
空
フ
リ
ー

パ
ス
」
を
利
用
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
う

が
、
東
海
管
轄
で
は
、
優
秀
な
切
符
で
、
か
な

り
広
範
囲
に
フ
リ
ー
パ
ス
と
な
る
。

普
通
列
車
で
中
津
川
乗
り
換
え
、
木
曽
福
島

駅
に
降
り
た
の
は
、朝
の
９
時
前
。
こ
こ
に
は
、

木
曽
の
山
林
を
管
理
す
る
重
要
な
代
官
所
が
お

か
れ
、
山
村
氏
が
、
代
々
続
い
て
明
治
ま
で
つ

な
が
っ
た
。

木
曽
は
も
と
天
領
で
、
幕
府
の
直
轄
地
で

あ
っ
た
が
、
尾
張
藩
の
初
代
藩
主
の
義
直
が
紀

州
か
ら
春
姫
を
迎
え
る
と
き
、
父
家
康
が
「
姫

の
化
粧
料
」
と
し
て
、
木
曽
を
尾
張
藩
に
下
し

た
。管
理
す
る
幕
府
の
役
人
も
尾
張
藩
に
下
り
、

山
村
家
は
尾
張
藩
の
代
官
と
な
っ
た
。

駅
か
ら
ぶ
ら
ぶ
ら
と
坂
道
を
下
り
、
蕎
麦
屋

「
車
屋
」
の
前
を
抜
け
、
川
を
渡
り
、
川
沿
い

に
歩
く
と
、「
山
村
代
官
屋
敷
」に
た
ど
り
着
く
。

資
料
館
に
な
っ
て
お
り
、
山
村
家
が
た
だ
の
代

官
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
せ
る
資
料
が
並
ぶ
。

木
曽
が
尾
張
藩
に
下
さ
れ
た
と
き
、
山
村
家

は
幕
府
か
ら
「
関
所
の
守
衛
」
と
い
う
重
要
任

務
を
任
さ
れ
た
。
江
戸
城
「
柳
の
間
詰
」
と
い

う
交
代
寄
合

（
旗
本
）
の

扱
い
。
と
い

う
こ
と
は
、

参
勤
交
代
を

し
た
の
だ
。

幕
府
の
旗
本

格
と
、
尾
張

藩
の
代
官
、
二
つ
の
身
分
が
あ
っ
て
、
山
村
家

は
安
泰
。

足
を
延
ば
す
と
、
山
村
家
の
菩
提
寺
「
長
福

寺
」。
な
ぜ
か
木
曽
家
も
合
同
の
寺
。
さ
ら
に

足
を
延
ば
す
と
「
興
禅
寺
」。
広
い
日
本
庭
園

を
有
す
る
大
き
な
寺
院
。
隣
に
は
「
木
曽
義
仲

の
墓
」。
世
が
世
な
ら
、
と
い
う
か
、
う
ま
く

立
ち
ま
わ
れ
ば
、
義
仲
が
幕
府
を
開
い
た
か
も

し
れ
な
い
、
と
思
う
と
感
慨
深
い
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
、
上
り
道
を
駅
の
方
に
戻

る
。
道
路
に
大
き
な
門
が
、
見
え
る
。
福
島
の

関
所
跡
だ
。
木
曽
川
の
川
べ
り
に
そ
っ
て
狭
く

な
っ
た
地
形
を
使
っ
て
関
所
を
置
い
た
。「
碓

井
」（
中
山
道
）、「
箱
根
」・「
新
居
」（
東
海
道
）

と
並
ぶ
四
大
関
所
の
一
つ
。

「
入
り
鉄
砲
・
出
女
」、
関
所
が
最
も
監
視
・

警
戒
す
る
事
柄
。危
険
な
武
器
の
監
視
は
当
然
。

人
質
の
よ
う
に
し

て
い
た
諸
大
名
の

妻
女
が
勝
手
に
国

元
に
帰
ら
な
い
よ

う
に
、
監
視
し
て

い
た
。
警
戒
は
厳

し
く
、
通
過
に
、

一
刻
（
２
時
間
）

以
上
も
要
す
る
こ

と
は
通
常
。

中
山
道
は
、
西
国
大
名
や
京
の
公
家
衆
が
、

江
戸
を
往
来
す
る
主
要
な
街
道
。東
海
道
に
は
、

大
河
が
あ
り
、
人
足
の
手
を
借
り
る
必
要
が
あ

り
、
ま
た
「
川
止
め
」
で
何
日
も
足
止
め
を
食

う
こ
と
が
あ
っ
た
。
熱
田
か
ら
桑
名
は
船
旅
と

な
る
。
で
、
道
の
り
は
長
く
な
っ
て
も
、「
中

山
道
」
を
利
用
す
る
人
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

尾
張
藩
の
参
勤
交
代
も
、
わ
ざ
わ
ざ
中
山
道
回

り
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

関
所
跡
の
隣
に
は
高
瀬
資
料
館
が
あ
る
。
高

瀬
家
は
代
々
の
関
所
番
。
製
薬
業
も
営
み
「
奇

應
丸
」は
看
板
薬
。こ
こ
は
島
崎
藤
村
の
姉「
園
」

の
嫁
ぎ
先
。
藤
村
も
た
び
た
び
来
訪
し
て
い
た

と
い
う
。「
夜
明
け
前
」
執
筆
の
契
機
が
こ
こ

に
あ
っ
た
か
。

駅
に
戻
る
道
筋
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
訪
日
外

国
人
と
す
れ
違
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
く
さ

ん
の
西
洋
人
が
来
て
い
る
こ
と
に
驚
き
。
さ
ほ

ど
の
観
光
地
と
も
い
え
な
い
木
曽
福
島
に
、
わ

ざ
わ
ざ
来
る
外
国
人
は
、
日
本
の
古
い
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
目
的
の
よ
う
だ
。

蕎
麦
の
車
屋
前
は
、
外
国
の
人
を
含
め
、

二
十
人
ほ
ど
の
列
。
蕎
麦
は
あ
き
ら
め
る
。
通

り
の
店
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
価
格
、
醤
油
ラ
ー
メ
ン

千
二
百
円
と
あ
る
。
坂
道
を
歩
き
回
る
元
気
も
失

せ
、
駅
の
待
合
で
列
車
を
待
つ
。
帰
り
は
、
中

津
川
か
恵
那
で
降
り
て
、
遅
い
昼
食
と
し
よ
う
。

山村代官屋敷

福島関南門


